
1．地域密着型金融の取組み状況
2021年3月末現在

１．ライフサイクルに応じた ① 事業再生に向けた取組
取引先企業の支援強化 01 企業支援先の選定 ・企業支援先２１先を選定しました。

【計数目標】
営業店毎に１先以上、全店で１８先以上とする。

02 取引先企業における債務者区分のランクアップ ・コロナ禍による影響もあり、企業支援先のうち年間で１先の
【計数目標】 　ランクアップに止まりました。
年間で３先とする。

03 再生計画の作成 ・新規支援先４先すべてについて再生計画を策定しました。

② 創業・新事業先への支援強化
「知多地域創業支援特別融資制度」を地元商工会議所 ・創業・新事業先への融資の実績は３０先
・商工会と連携して創業・新事業先に利用促進を図る。 　 【知多地域創業支援特別融資】　３先　１，２００万円
【計数目標】 【創業支援融資】　２７先　１億６，５９０万円
年間で１８先とする。 　引き続き、創業・新事業先支援に努めます。

③ 外部機関等の有効活用によるコンサルティング機能の ・４先、あいち産業振興機構の経営・技術専門家派遣を活用
充実 　しました。

・民間コンサル企業との連携を強化しました。

④ 中小企業金融円滑化および新型コロナウイルス禍の影響に ・経営改善計画書が未作成の先に対して、同計画書作成支援
かかる条件変更先への支援 　を行いました。

・３月末における条件変更先は６６先、うち経営改善計画書
　作成先は３７先となりました。

⑤ 中小企業庁が実施する中小企業支援事業への取組 ・固定資産税および都市計画税の課税標準の特例措置に関する
　申告について支援しました。
　認定経営革新等支援機関である当金庫が、認定書を８０件
　発行しました。

２．事業価値を見極める融資 ① 事業価値を見極める融資の推進
手法および職員の教育訓 （不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資）
訓練の効果的推進 01 事業性評価に基づく新規事業先向けプロパー融資商品 ・９先、３，６４５万円の取組がありました。

「絆ローン」を取扱う。
　 　

02 日本政策金融公庫との協調融資の推進 ・７先、１億３，７３０万円の取組がありました。

② 目利き能力の向上ならびに人材の育成
01 目利き能力向上のための研修を実施するとともに ・職員１名が、中小企業診断士１次対策コースを受講しました。
中小企業診断士の育成を図る。 ・職員４名が、地域力向上を実現する中小企業応援プログラム

　を受講しました。

02 事業性評価スキル向上を目的とした研修により実効性 ・製造業・建設業の事業性を理解する講習会を開催しました。
を高める。 ・ローカルベンチマークを活用した事業性評価手法講習会を

　開催しました。

３．地域の情報集積を活用し ① 地域全体の活性化、持続的な成長を視野に入れた施策 ・地域との連携強化

２０２０年４月～２０２１年３月の取組み状況

個別の取組み状況具体的な取組み大項目
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た持続可能な地域経済へ の展開 ・各市町の商工会議所・商工会と連携した金融支援
の貢献 新型コロナウイルス対策緊急特別融資制度「はんだ元気創生

融資」の取扱いで、９８先 ４億１，４２８万円の取組みが
ありました。

・地域の大学との連携を推進
　

② 地方創生への取組
01 地方自治体との連携 ・信金中央金庫創立７０周年事業として、全国の自治体に募集し

　 　た寄附金事業に半田市の新美南吉誕生１１０周年記念事業を推
　薦し、審査の結果半田市の事業が選定され、寄付金１，０００
　万円が贈呈されました。

02 ＳＤＧｓ推進に関して当金庫の ・地方創生ＳＤＧｓの目標達成に向けた包括連携協定締結
「ＳＤＧｓ行動宣言」を制定 （連携先：東京海上日動火災保険株式会社）

③ 地域活性化につながる多様なサービスの提供
01 ビジネス・マッチングの推進を図る。 ・ビジネスマッチングは、成約先が２３先となり目標の１８先
【計数目標】 　を達成することができました。
年間で１８先とする。

02 金融知識の地域への普及
・ 若い世代（小・中学生）に対する金融知識の普 ・中学生の職場体験を受入れました。
及に努める。 ・小学校２校で、金融教室を開催しました。

・中学校１校で、金融教室を開催しました。

04 コミュニティ・ビジネスを行うＮＰＯ法人等への支援
・ ＮＰＯ法人等への支援を推進する。 ・ＮＰＯ法人への融資を９件 １億１，２１０万円実行しました。
【計数目標】 ・ＮＰＯ法人１先へ各種支援を行いました。
年間で２先とする。
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